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図 1 ミャンマーのコメ生産と輸出





80-81 85-86 88-89 89-90 90-91 91-92 921)3 93-94 94-95 95-96 96-97 97198
農産物抽出(Mil.K) 1,761 1,126 128 432 942 1,011 1,299 1,358 2,478 2,321 1,981 1,625
対全輸出シェア 55.4% 43.9% 5.9% 15.2% 31.9% 34.6% 36.2% 32.1% 45.8% 46.1% 36.1% 48.3%
コメ
頼出量(万トン) 70.3 60.4 4.8 16.9 13.4 18.3 19.9 26.I 104.1 35.4 9.3 2.8
輸出額(Mil.K) 1,355 763 54 266 172 251 249 268 1,166 440 126 38
対農産物シェア 76.9% 67.8% 42.2% 61.6% 18.3% 24.8% 19.2% 19.7% 47.1% 19.0% 6.4% 2.3%
豆類
輸出量(万トン) 7.1 8.9 1.7 5.6 19.5 19.5 44.9 51.4 42.5 61.0 59.5 74.2
輸出額(Mil.K) 152 238 52 123 515 429 667 724 799 1,358 1,272 1,350
対農産物シェア 8.6% 21.1% 40.6% 28.5% 54.7% 42.4% 51.3% 53.3% 32.2% 58.5% 64.2% 83.1%
出所 :[CentralStatisticalOrganization1998:192]
れている多種多様のものが含まれ,主にシンガポール等第三国経由でインド方面に輸出されて
いる｡これは, 1988年の (コメを除 く)農産物輸出自由化政策に対 して農民が機敏に反応 した
結果であり, ミャンマーの農業が,条件さえ整えばすぐに開花する巨大な潜在力を保持 してい
ることを物語るものである｡





して強力に推進 された結果であった｡2) この時期の増産は,作付面積拡大ではな く単収増に






面積 は,1992-93年の82万エーカーか ら1993-94年に215万 エーカー,1994-95年には317万
エーカーへ急増 した｡その原動力は,政府による濯概ポンプ,ディーゼル燃料,化学肥料など
の近代的投入財の廉価供給を中心 とする生産対策にあったが,4)後述のコメ供出制度が乾期稲



















































である｡配給対象者は約 350万人, 1人 1カ月当たり23.5kgである｡ 配給価格は市価の約
















生産量 (籾 :万トン) 1,708.3 1,665.8 1,685.8
うち雨期稲 1,400.1 1,367.7 1,363.7
乾期稲 308.2 298.1 322.1
国家買付 (杖 :万トン) 152.0 93.1 219.2
同コメ換算 (万トン) 101.4 62.1 146.2




















コメ輸出が急増 して農家が潤い,低価格による供出制度を保持 し続けても,それを相殺 して余
りあるとすれば政府にとって好都合であろう｡ しかしミャンマーの農村には, 1日の賃金で買
えるコメがわずか 3kg,生計費に占めるコメ購入費が 40- 50% にも達すると推測される極貧


































繁に往来 している (朝夕には約 10分間隔で運行)｡また橋を渡って調査村に向かう途中,1990
年代前半の好況の跡を示す,いかにも中産階層向け新興住宅街があるが,97年 7月以降のアジ
ア通貨危機のあおりを受けて工事が中断し,閑散としていた｡調査村には,ヤンゴンに近いに





別構成, 3)家屋, 4)農地について所有 (入手方法),貸借,質の出入れの面積と条件, 5)経
営農地 1片毎について土地の質 (高低),作付パターン,過去 1年の農産物生産量, 6)家畜保有









Htantabin郡は,合計 59の行政村 (VilageTract)から成り,調査時には世帯数 19,185戸,
人口102,911人 (男 51,327,女 51,584)を数えた｡総面積は149,979エーカー (607.0平方キロ)
で,うち農地は86,169エーカーである｡ 1行政村当たりの平均を示すと,世帯 325.2戸,人口
















































合 計 130 65
出所 :1999年 10月の現地調査に基づき,筆者作成｡
20)村長は任命制｡郡当局に村の全世帯 リストを提示,村長が任命される (ただし再任を妨げない)0










世帯数 人 口 世帯規模 所有農地 軍?C警 - 機 鮒 ポンプ(人/世帯) (acre) サ ン プ ル 世 帯男 女 合計 当自然村 他自然村 合計
農業労働者臨時雇 32 80 82 162 5.06 l l
季節雇農家 (acre)1- 4 16 44 47 91 5.69 l l3 1 4
10 22 24 46 4.60 26 2.6
5 9 8 50 59 109 606 126 7.0 3 6
10-19 9 28 30 58 6.44 117 13.0 6 7 3 3
20.-29 2 4 7 11 5.50 50 25.0 2 1 l ll
30-49 1 2 3 5 5.00 34 34.0





























世 帯 番 号 農業労働者 農 家
No.a No.b No.5 No.8 No.4 No.2 No.6 No.7 No.9 No.3 No.1
世帯員数 (労働力) 5(3) 4(2) 8(7) 7(4) 10(5)7(5) 8(2) 4(2) 8(4) 6(2) 6(2)
男 2(1) 2(1) 4(3) 6(3) 3(2)2.(1) 4(1) 2(1) 5(3) 4(1) 3(1)
女 3(2) 2(1) 4(4) 1(1) 7(3)5(4) 4(1) 2(1) 3(1) 2(1) 3(1)
農地面積 (acre)所有 - - 5 5 6 9 12 15 16 21 66
経営 - - 5 5 6 9 14 15 16 21 66
作付面積 (acre)98年雨期稲作 5 5 6 9 14 15 16 21 66
99年乾期稲作 5 2 6 5 14 10 8 15 20
港概率 100.0% 40.0% 100.0% 55.6% 100.0% 66.7% 50.0% 71.4% 30.3%
家 畜 役牛 3 42 2 4 45 2 213 2 42 6子母豚 10 1 150 9 5鶏アヒル 5 078 10 4 0 30ll
農機具 耕転機港概ポンプバインダー脱穀スプレヤ風速用フアン自動車牛車 (nwahle-) 13 12 1 1 1 1? 1 1 12 12 132?
% (hte) 1 1 1 1 1 1 2 3
杷 (htun) 1 1 1 1 1 1 1 2 3
鍬 bau'til) 1 1 1 1 2 1 2 2 5
小型撃 (htunji') 1 1 2 1 2 1 2 3 6
# (dzin 4 3 4 4








役牛は1頑 3-6万 K,牛車も3-4万 Kであり,零細農家にとって決 して安 くはない｡27)





転機は,1994年以降導入が始まったばかりで,13馬力程度のもので 12- 15万 Kもする高価
なものである｡29)
第4に,ごく一部の上層農家で,脱穀機,バインダーが最近導入されている｡ 脱穀機は7万
K(No.1農家 :98年)～ 13万 K(No.3農家 :99年)と高価であるが,バインダーは1万 K
(No.3農家 :97年)と比較的安い｡
第 5に,家畜のなかで,収入面では養豚が非常に重要である｡ 子豚の価格は, 4カ月で























世帯番号 農業労働者 農 家
No.a No.b No.5 No.8 No.4 No.2 No.6 No.7 No.9 No.3 No.1
屋敷地 (acre) 0.15 0.10 0.70 0.80 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.70
家屋敷地野菜園果樹その他 0.1005 0.10 0.302 0.10 0.25 0.201 0.30 0.203
耐久消費財ベ ッ ド椅子 1 12 2 1 1 2 17 12 15





伝統的な雨期稲作の農事暦は,次の通りである｡ すなわち, 4月に苗床の準備が始まり, 5
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農家番号 No.串 No.8 No.4 No.2 No.6 No.7 No.9 No.3 No.1 平 均 シェア(%)
農地所有面積 (acre) 5 5 6 9 12 15 16 21 66 17.2
99年乾期稲作付面積 5 2 6 5 14 10 8 15 20 8.1
単収 (B/acre) 60.0 80.0 83.3 100.0 108.6 100.0 62.5 100.0 30.0 86.8
総収量 (B) 300 160 500 500 1,520 1,000 500 1,500 600 748
平均単価 (K/B) 448.0 643.8 530.7 540.0 653.5 500.0 600.0 600.0 600.0 564.5
経常費 種子 66.7 125.0 40.0 40.0 27.6 40.0 64.0 30.0 33.3 54.2 54.5%2005610
化学肥料 182.5 106.3 69.6 74.0 102.9 104.0 132.8 97.8 313.8 108.7
農薬 5.3 12.5 1.6 8.0 7.4 0.8 16.8 3.0 13.3 6.9
ディーゼル燃料 76.7 66.7 139.4 33.4 32.2 24.3 78.7 52.8 260.0 63.0
小計 331.2 310.5 250.6 155.4 170.1 169.1 292.3 183.5 620.4 232.8
労働費 家族 17.3 113.8 82.4 54.8 26.0 36.0 80.4 8.0 0 52.3
雇用 20.0 0 0 22.8 48.4 54.2 43.2 75.6 288.3 33.0
小計 37.3 113.8 82.4 77.6 74.4 90.2 123.6 83.6 288.3 85.4
資本 耕転機 50.0 25.0 0 0 18.4 40.0 80.0 30.0 100.0 30.4
潅概ポンプ 22.4 60.0 40.0 40.0 40.0 40.0 40.0 40.0 40.0 40.3
役牛 0 67.5 60.0 149.0 15.9 4.5 0 3.9 ~13.5 37.6
借入金利子 1.8 0 1.3 1.1 1.0 1.6 1.7 0 5.3 1.1
小計 74.2 152.5 101.3 190.1 75.3 86.1 121.7 73.9 158.8 109.4
支払い地代 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
費用合計 (K/B) 442 5768 4343 4231 3198 354 5376 341 1,0675 4276
粗収益 (a) 134,400 103,008 265,350 270,000 993,320 500,000 300,000 900,000 360,000 433,260
総費用 (b) 132,810 92,288 217,150 211,550 486,096 345,400 268,800 511,500 640,500 283,199
経営者余剰 (C-a-b) 1,590 10,720 48,200 58,450 507,224 154,600 31,200 388,500 -280,500 150,061
家族労働報酬 (d) 5,190 18,208 41,200 27,400 39,520 36,000 40,200 12,000 ■0 27,465
所得合計 (C十d) 6,780 28,928 89,400 85,850 546,744 190,600 71,400 400,500 -280,500 177,525
(備)肥料投下 (kg/ha)尿素 370.6 247.1 123.5 247.1 317.7 370.6 247.1 370.6 370.6 286.8























































l,000Kというわずかな金額ながら,農業開発銀行を通 じて年利 21% の制度資金が一律






8)以上の手続きを通 じて計算された lB当たり総生産費 (自家労働と自己資本は機会費用
で算入されているが,40)自作地地代は含まない)は,雨期米で約 430K,乾期米で約 428
Kとなる｡そしてこれに精米費用 30K/B(村での聞き取 り情報)を加え,籾から精米-











































販 売 額 (K)
両 画 繭 可 岳 恒 可 消可 画 議 転 TI 古壷可 その叫 供旦 ｣市販(雨期｣市販(乾期)
｢~200 300 500 30 155 50 250 250 1520 16,000 0 112,000
200 160 360 20 100 50 190 160 16,000 21,000 103,000
400 500 900 50 250 60 540 475 19,200 39,000 229,583
375 500 875 40 200 90 545 500 28,800 36,000 270,000
56 1,52 2,08 6 60 14 1,70 1,1 448 185,00 70
750 1,000 1,750 65 70 150 1,465 1,000 48,000 270,300 500,000
825 500 1,325 70 250 160 835 500 51,200 295,000 300,000























































耕起 ･整地 :耕転機で耕起 (1回)を終えた後,役牛による整地 (harrow)を4回実施 した｡
耕転機は賃耕 (ただし燃料は借主持ち)であるが,牛は借 りてきて自ら使役する｡
レンタル料は耕転機が 5エーカー5,000K,役牛は2頑 1組 1日200K｡47)耕転機
は 1日で済んだが,牛は5日かかったムなお耕転機の燃料として, 5エーカーの
土地を耕 し終えるのに2.5ガロンのディーゼル燃料が必要であった (1,125K)0
脱穀 :牛に踏ませて行 う｡ 2頑 1組 1日200Kで借 り,全部で 5日かかった｡
(乾期稲作)
耕起 ･整地 :耕兼云機のみ (3回)｡レンタル料は1日5エーカー5,000Kで3日間かかり,燃料
として 10ガロンのディーゼル燃料がかかった｡













で濯概 1回当たり1,200K (総額 9,600K),つまり1エーカー当たり4,800Kであった｡51)また














庚 竺_庚 撃4 ポンプ0 0 0PT(1)+午(4) 午 PT(3) 人 2日1回(30回) 3
2 00 午(13) 午 PT(2)+午(2) 人 8回 5
4 0 1 午(9) 人? 午(9) 人? 4日1回 10
4 0 1 午(?) 午 午(?) 午 7日1回(12回) 6
2 0 1 PT(2)+午(1) 人?PT(2)+午(2) 人?10日1回(12回) 3
2 1 1 PT(3)+午(1)PT+午 PT(4)十牛(?) PT 6日1回(16回) 4
2 1 1 PT(3)+午(1) ? PT(5) PT 7日1日(14回) 8
4 1 1 PT(?)+午(?) PT PT(3)十牛(1) PT 7日1回(10回) 22.5
出所 :1999年 10月の現地調査に基づき,筆者作成｡
荏 :燃料 (ディーゼル)の単位はガロン (1ガロン-4.55リットル),PTは耕転機｡
表 11 労働利用の農家間格差の実態
No.5 No.8 No.4 No.2 No.6 No.7 No.9 No.3
3+4 3十1 2+3 1+4 1+1 1十1 3+1 1+1
5 5 6 9 14 15 16 21
PT+自 自 自 自 自+季 自+季 自 臨(d)
臨(d) 自 自 自 香+臨(p) 季+臨(p) 臨(p) 臨(p)
!自+臨(d) 玩(d) 自 白+臨(d) 季+臨(p)自+季+臨(d) 良(d) 臨(p)
自 自 自 自 自 自 自 臨(p)
自 - 自 自 自 - 自 臨(d)
自 自 自 自 季+臨(p)自+季+臨(p) 臨(p)季2+臨(p)
自 自 自 自 自+季 自+季 自+臨(d) 季2
自 自 自 自 自+香 自+季+臨(d)自+臨(d)季2+玩(d)
5 2 6 5 14 10 8 15
PT 自 自 自+臨(d) 自+季 自+季 自 季2
自 自 自 自+氏(d) 自+季 自+季 自 自+季2
自 自 自 自 自 自 自 香
自 自白 自 自 自 自 自 香
- - - - - - 自+季
自+臨(p) 白+臨(p) 季+臨(p) 季十臨(p) 良(p) 季+臨(p)
自+臨(p) 自 自 自 自十季+臨(a) 自+季 自 季
出所 :1999年 10月の現地調査に基づき,筆者作成｡







































世帯番号 稲 作 所 得 賃金 .給与 養 豚 その他 所得総額(K) 1人当たりドル 1人当たり飯米 (kg)雨期 乾期稲 合計
農業労働者No.a 0 0 0 85,750 0 0 85,750 59.5 153
No.b農家 5 0 0 0 82,250 0 0 82,250 45.7 21265,40 6,78 72,18 1750 968 311 9
No.8 68,480 28,928 97,408 0 160,000 0 257,408 102.1 252
No.4 137,720 89,400227,120 12,000 12,000 0 251,120 69.8 310
No.2 77,700 85,850 163,550 0 40,000 20,000 223,550 88.7 223
No.6 52,696 546,744599,440 0 0 0599,440 208.1 219
No.7 131,700 190,600322,300 0 72,000 0 394,300 273.8 248
No.9 352,193 71,400423,593 0144,000 n.a. 567,593 197.1 292
No.3 360,465 400,500760,965 29,260 32,000 0 822,225 380.7 193









第 1に農業労働者世帯であるが,その年収は臨時雇で約 8- 9万Kであるのに対 して,季節



















に ｢魚釣 り｣などをして時間をつぶす しかないという｡54)5)
第 2に, 5- 6エーカーの農地を所有 ･経営する下位 3戸の調査世帯では,No.8農家を
除き,56)臨時雇 として農業労働にも従事 して家計収入を補填せざるを得ない状況にある｡ しか
し年間所得は,異常に低いNo.5農家を例外 として,57)約 25万K, 1人当たりでは70- 100
ドルに達 している｡
第 3に,10- 15エーカーの農地を所有 ･経営する中位階層では,やや例外的なN0,2を
除き,稲作 と養豚だけで 40-60万Kの所得を得ており, 1人当たりでは200- 280ドルに
達する計算になる｡
第 4に,21エ-カーの農地を所有 ･経営するNo.3農家は,村の書記 としての給与所得 も
あり,稲作と養豚からの所得を合計すると80万K強の年収 となり, 1人当たりでは380ドル
相当になる｡
第 5に,66エーカーの農地を所有 ･経営するNo.1農家は,精米所 も経営 し,その所得は推
定 15万Kに達するにもかかわらず,乾期米の生産費が著 しく過大評価 となったため,年収が
No.3農家を下回る結果となった｡実際 (または通常年)の年収はおそらく100万K(1人当た
り463ドル)を下回ることはないであろう｡
以上が階層別就業構造 と推計所得であるが,最後に,関連 して 1人 1日当たりの飯米消費量


























農家番号 所有面積 相 続 購 入 (1) 購 入 (2) 購 入 (3) 備 考年 面積 年 面積 売主 年 面積 売主 年 面積 売主


















































といえる｡ただし上記の如 く,国内米価を著 しく低 く維持する必要があるため,現状では
その潜在力を生かすことはできない｡64)










































65)表 7,表 8の労働費から,雨期稲作,乾期稲作それぞれの 1ェ-カー当たり雇用創出力が算出でき
る｡ 賃金を200K/日として結果のみを示すと, 雨期稲作では43.2人目 (家族 17.0人日, 雇用 26.2
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